










（１） 授業科目表

必
修

選
択

自
由

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

1前 4 13 8
0
1

濱口文幸講師死亡のため、講師0人となった。（23）

1前 8 3 2 1
教育環境を向上するため、技術指導を補助する助手を追
加。（23）

1～4前 2 1

1～4前 2 1

1～4前 2 1

1～4前 2 1

2～4前 2 1

2～4通 4 1

1～4後 2 2

1～4後 2 1

2～4後 2 1

2～4後 2 2

2～4後 2 1

2～4後 2 1

3～4後 2 1

3～4後 2 1 1

1～2前 2 1

1～2前 2 1

1～2前 2 1

1～2前 2 1

1～2前 2 1

1～4前 2 1

1～4前 2 1

1～4前 2 1

1～4後 2 1

1～4後 2 1

1～4後 2 1

2～4後 2 3

3～4後 2 1

1～2前 2 2 3

1～2前 2 1

1～4前 2 1

1～4前 2 1

1～2後 2 1

1～4後 2 1

3～4後 2 1

3～4後 2 3 1

3～4後 2 1

3～4後 2 3 2

1～4前 2 1

1～4後
1～4 前

2 1 授業期間は夏期集中。成績は後期に算入。

1～4後
1～4 前

2 1 授業期間は夏期集中。成績は後期に算入。

1～4後 2 1 濱口文幸講師死亡のため、担当者変更。後任未定。（23）

1～4後 2 1

1～4後 2 1

3～4後 2 2

3～4後 2 2 2

サブ・カルチャー論

哲学

絵巻特論

演劇WSⅠ

物語WS

フェミニズムの視点

演劇WSⅡ

触覚論

情報社会論

兼
任

Ｃ群

Ｄ群

地球環境倫理学

都市・建築空間論

自然災害学

授業科目の名称

スタートアップ演習

人間総合研究

日本文化論

日本伝統音楽概論

能楽概論

日本政治思想史

批評論

美術史

森林環境学

音響論

環境思想

＜映画学部 映画学科＞

専任教員等の配置

備　考

科学技術文明論

日本へのまなざし

ジャーナリズム論

著作権入門

現代中国の生活文化事情

文化研究方法論

文化人類学

韓国語

英語Ⅰ

社会学入門

日本語

情報メディア論

英語Ⅱ

中国語

コミュニケーション

翻訳概論

表象文化論

２　授業科目の概要

単位数

民俗学

朝鮮半島の近現代社会史

科目
区分

教
養
科
目

基幹

Ａ群

Ｂ群

デジタル映像技術概論

配当
年次

死生観のコスモロジー

国際理解基礎Ⅰ

文章表現論

フィールド調査方法論



必
修

選
択

自
由

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

兼
任

授業科目の名称

専任教員等の配置

備　考

単位数
科目
区分

配当
年次

2～4前
 1～2前

2 1 学生の履修機会を増やすため、配当年次を変更。（23）

1～4前 2 1

1～4前 2 1

2前 2 1

3前 2 1

4前 2 1

1～4後 2 1

2～4後 1 1

3～4後 2 1 1

教育環境を向上するため、インターンシップ受け入れ経験
の豊富な教員を追加。（23）

担当：石坂健治（教授）
平成23年8月　提出予定

3～4後 4 1 1

教育環境を向上するため、インターンシップ受け入れ経験
の豊富な教員を追加。（23）

担当：石坂健治（教授）
平成23年8月　提出予定

1前 2 1 1

1後 2 1 1

2前 2 1 1

2前
 1後

4 1 1 授業期間は春期休暇期間。成績は2年前期に算入。

1後 8 2 1
教育環境を向上するため、技術指導を補助する助手を追
加。（23）

1後 10 10
4
2

1

編入学生のみを対象とする選択必修科目である。必修と記
載していた誤りを修正した。（23）

教育環境を向上するため、撮影・録音・編集の技術を専門
とする教員を追加。（23）

担当：川上皓市（教授）・弦巻裕（教授）・阿部浩英（准
教授）
平成23年8月　提出予定

2前 2 1 濱口文幸講師死亡のため、担当者変更。後任未定。（23）

2前 2 1

1～2後
 1後

2 1 学生の履修機会を増やすため、配当年次を変更。（23）

2前 2 1

1後 2 1

1後 2 1 3

2前 2 1 2

1後 2 2

1後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1 1

2前 2 3 1

2前 2 1

2前 2 1 1
教育環境を向上するため、技術指導を補助する助手を追
加。（23）

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 3 2

2前 2 3 3

キャリア・サポートⅠ

キャリア･サポートⅡ

キャリア・サポートⅢ

長編シナリオ演習Ⅱ

長編シナリオ制作

映画制作基礎演習

映画制作特別演習

ビデオ・デジタル技術基礎演習

映画美術論

認知心理学

体育

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

脚本基礎演習

身体文化論

精神医学入門

教育福祉制度論

創作系

教
養
科
目

基
礎
科
目

理論系

創作系

理論系

専
門
基
礎
科
目

Ｅ群

長編シナリオ演習Ⅰ

映画史概論

日本映画史

演出専門基礎講義

イメージの図像学

映画ヒーロー論

映像とことば

映画と演劇

フィルム・アーカイヴ学

映画流通論

英米文学精読

録音専門基礎演習

編集専門基礎演習

ドキュメンタリー専門基礎演習

理論Ａ専門基礎講義

理論Ｂ専門基礎講義

パフォーマンス概論

芸能概論

コンテンツ文化史

国際理解基礎Ⅱ

脚本専門基礎講義

撮影照明専門基礎演習



必
修

選
択

自
由

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

兼
任

授業科目の名称

専任教員等の配置

備　考

単位数
科目
区分

配当
年次

2後 2 1 1

3前 2 1 1

3後 8 1 1

2後 8 1 1

教育環境を向上するため、専任教員を追加。（23）

担当：細野辰興（准教授）
平成23年8月　提出予定

2後 8 1

3後 8 1 1

教育環境を向上するため、専任教員を追加。（23）

担当：緒方明（教授）
平成23年8月　提出予定

2後 8 2 1 1
教育環境を向上するため、技術指導を補助する助手を追
加。（23）

3後 8 　 1
教育環境を向上するため、技術指導を補助する助手を追
加。（23）

3後 8 1 1
教育環境を向上するため、技術指導を補助する助手を追
加。（23）

3後 8 1

2後 8 1

3後 8 1

3前 10
4
1

3 2

教育環境を向上するため、専任教員および助手を追加。演
出・脚本・撮影照明・録音・編集の全分野をカバーできる
教員を充てた。（23）

担当：緒方明（教授）・川上皓市（教授）・弦巻裕（教
授）・齋藤久志（准教授）・細野辰興（准教授）・阿部浩
英（准教授）
平成23年8月　提出予定

3前 10
2
1

教育環境を向上するため、創作系教員に加え、ドキュメン
タリー映画研究を専門とする理論系教員を追加。（23）

担当：石坂健治（教授）
平成23年8月　提出予定

2後 2 1

2後 4 1

2後 4 1

3前 4 1

3前 4 1

3後 2 1

2後 4 1

2後 4 1

3前 4 1

3前 4 1

3前 4 1

2後 4 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 4 1

2後 4 1

2後 4 1

3前 4 1

2後 2 1

2後 2 2 2

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3後
3 前

2 1 授業期間は夏期集中。成績は後期に算入。

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

2後 2 1

2後 2 2 2

3後 2 1

3後 2 2

3前 2 1

2後 2 1

創作系

理論系

脚本専門演習Ⅰ-1

撮影照明専門演習

録音専門演習

編集専門演習

ドキュメンタリー専門演習Ⅰ

ドキュメンタリー専門演習Ⅱ

合同制作Ａ

脚本専門演習Ⅰ-2

脚本専門演習Ⅱ

脚本演出専門演習Ⅰ-Ａ

脚本演出専門演習Ⅰ-Ｂ

脚本演出専門演習Ⅱ

技術合同専門演習

映画ジャンル論Ｂ

映画前史

アメリカ映画史

文芸精読

シュルレアリスム研究

戯曲精読

合同制作Ｂ

映画美術演習

映画理論Ａ

映画理論Ｂ

映画理論研究

映画イメージ論

国際理解Ⅱ

映画理論C

比較映画論

映画ジャンル論Ａ

アジア映画史

ドキュメンタリー映画史

舞台芸術批評研究

考える身体

宝塚学

メディア表現論

クイア理論

エスニシティ研究

情況論

国際理解Ⅰ

シネリテラシー研究

シネリテラシー演習

プロデュース論Ⅰ

プロデュース論Ⅱ

上映企画WS

映像人類学

物語論

文芸WS

言語芸術論

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目



必
修

選
択

自
由

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

兼
任

授業科目の名称

専任教員等の配置

備　考

単位数
科目
区分

配当
年次

4前 8 7 3 1 2
濱口文幸講師死亡のため、担当者変更。後任未定。
技術指導を補助する助手を追加。（23）

4後 4 7 3 1 2
濱口文幸講師死亡のため、担当者変更。後任未定。
技術指導を補助する助手を追加。（23）

4前 8 6 5

4後 4 6 5

博物館
社教

3～4通 4 1

未開講
 1～3前

2 1
開講せず（23）。
平成23年度中に新カリキュラムでの資格課程認定の申請を
行うため、資格科目は全て平成24年度以降の開講とした。

2～3通 4 1

2～3後 2 1

4後 3 1

3～4通 4 1

3～4通 4 1

3～4通 4 1

3～4通 4 1

（２） 授業科目数

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，設置認可時の

　　　　計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記載してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

計

変更状況
備　考

9 科目

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても，「（１）授業科目表」にはその状況を

　　　　反映させてください。（ただし、「（３）未開講科目」欄には記載する必要はありません）。

（注）・　未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

129 科目

[　　　]

0 科目 138 科目 8 科目

計

理論系

創作系

卒業制作Ⅰ

卒業制作Ⅱ

卒業論文・プロジェクトⅠ

卒業論文・プロジェクトⅡ

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２２年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

生涯学習概論

教育学概論

博物館学

博物館資料論

博物館実習

資
格
科
目

博物館

専
門
科
目

130 科目 0 科目 138 科目

社会教育特講Ⅱ

[ △1 ] [ 1 ] [　　　]

社教

認可時の計画

必修 選択 自由 必修 選択 自由

社会教育演習および実習

社会教育計画

社会教育特講Ⅰ



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 教育学概論 2 1～3前 自由

この科目は学芸員養成課程の「博物館に関す
る科目」のひとつである。
平成23年度中に新カリキュラムでの資格課程
認定の申請を行うため、他の資格科目とあわ
せて平成24年度以降の開講とした。
平成24年度以降、配当年次を「2～3後」に変
更して開講する。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

1

147

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.01

認可時の計画の授業科目数の計

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

「大学の所見」
学生の混乱を避けるために、新カリキュラムでの資格課程認定以降に履修を勧める方が良いと判断した。なお、資格科
目の履修は、必修科目が多く大学に不慣れな1年生には負担が大きいことから、「教育学概論」以外の資格科目はすべて
2年次以降の配当としている。「教育学概論」もこれにあわせることで、2年次からの資格取得というカリキュラムが明
瞭になると考えている。

「学生への周知方法」
履修登録ガイダンスおよび、学生便覧で周知した。

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・　設置認可時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。（ただし，未開講

　　　　科目があった場合は，（１）「授業科目表」にその状況を反映させてください。）

（注）・　設置認可時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について

　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　　該当なし

（４） 廃止科目



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 教育学概論 2 1～3前 自由

この科目は学芸員養成課程の「博物館に関す
る科目」のひとつである。
平成23年度中に新カリキュラムでの資格課程
認定の申請を行うため、他の資格科目とあわ
せて平成24年度以降の開講とした。
平成24年度以降、配当年次を「2～3後」に変
更して開講する。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

1

147

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.01

認可時の計画の授業科目数の計

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

「大学の所見」
学生の混乱を避けるために、新カリキュラムでの資格課程認定以降に履修を勧める方が良いと判断した。なお、資格科
目の履修は、必修科目が多く大学に不慣れな1年生には負担が大きいことから、「教育学概論」以外の資格科目はすべて
2年次以降の配当としている。「教育学概論」もこれにあわせることで、2年次からの資格取得というカリキュラムが明
瞭になると考えている。

「学生への周知方法」
履修登録ガイダンスおよび、学生便覧で周知した。

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・　設置認可時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。（ただし，未開講

　　　　科目があった場合は，（１）「授業科目表」にその状況を反映させてください。）

（注）・　設置認可時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について

　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　　該当なし

（４） 廃止科目









スタートアップ演習 スタートアップ演習

文化研究方法論 文化研究方法論

コミュニケーション コミュニケーション

芸能概論 芸能概論

理論Ｂ専門基礎講義 理論Ｂ専門基礎講義

文芸精読 文芸精読

宝塚学 宝塚学

物語論 物語論

卒業論文・プロジェクトⅠ 卒業論文・プロジェクトⅠ

卒業論文・プロジェクトⅡ 卒業論文・プロジェクトⅡ

スタートアップ演習 スタートアップ演習

表象文化論 表象文化論

コミュニケーション コミュニケーション

日本へのまなざし 日本へのまなざし

フィルム・アーカイヴ学 フィルム・アーカイヴ学

映画流通論 映画流通論

理論Ｂ専門基礎講義 理論Ｂ専門基礎講義

アジア映画史 アジア映画史

ドキュメンタリー映画史 ドキュメンタリー映画史

上映企画WS 上映企画WS

卒業論文・プロジェクトⅠ 卒業論文・プロジェクトⅠ

卒業論文・プロジェクトⅡ 卒業論文・プロジェクトⅡ

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

合同制作Ｂ

教育環境を向上するため、創作系教員に加え
て、ドキュメンタリー映画研究を専門とする
石坂教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

スタートアップ演習 スタートアップ演習

人間総合研究 人間総合研究

表象文化論 表象文化論

哲学 哲学

映画ヒーロー論 映画ヒーロー論

理論Ａ専門基礎講義 理論Ａ専門基礎講義

映画理論Ａ 映画理論Ａ

映画イメージ論 映画イメージ論

映画ジャンル論Ｂ 映画ジャンル論Ｂ

比較映画論 比較映画論

物語論 物語論

情況論 情況論

卒業論文・プロジェクトⅠ 卒業論文・プロジェクトⅠ

卒業論文・プロジェクトⅡ 卒業論文・プロジェクトⅡ

スタートアップ演習 スタートアップ演習

演出専門基礎講義 演出専門基礎講義

脚本演出専門演習Ⅰ-Ａ 脚本演出専門演習Ⅰ-Ａ

卒業制作Ⅰ 卒業制作Ⅰ

卒業制作Ⅱ 卒業制作Ⅱ

脚本演出専門演習Ⅱ

教育環境を向上するため、映画演出専門の緒
方教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

合同制作Ａ

教育環境を向上するため、映画演出専門の緒
方教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

スタートアップ演習 スタートアップ演習

撮影照明専門基礎演習 撮影照明専門基礎演習

技術合同専門演習 技術合同専門演習

撮影照明専門演習 撮影照明専門演習

卒業制作Ⅰ 卒業制作Ⅰ

卒業制作Ⅱ 卒業制作Ⅱ

映画制作特別演習

教育環境を向上するため、映画撮影専門の川
上教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

合同制作Ａ

教育環境を向上するため、映画撮影専門の川
上教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

スタートアップ演習 スタートアップ演習

音響論 音響論

録音専門基礎演習 録音専門基礎演習

技術合同専門演習 技術合同専門演習

録音専門演習 録音専門演習

卒業制作Ⅰ 卒業制作Ⅰ

卒業制作Ⅱ 卒業制作Ⅱ

映画制作特別演習

教育環境を向上するため、映画録音専門の弦
巻教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

合同制作Ａ

教育環境を向上するため、映画録音専門の弦
巻教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

教育・研究環境を向上するため、就任年度を
繰り上げた。（23）

教授
ﾂﾙﾏｷ　ﾕﾀｶ
弦巻　裕
( 60 )

平成24年4月

教育環境を向上するため、インターンシップ
受入経験豊富な石坂教授を担当教員として追
加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

1年次、2年次配当の担当科目が多いため、就
任年度を繰り上げた。（23）

専 教授
ｶﾜｶﾐ　ｺｳｲﾁ
川上　皓市

( 64 )
平成23年4月

専

専 教授
ｲｼｻﾞｶ　ｹﾝｼﾞ
石坂　健治

( 50 )
平成24年4月

専 教授
ｵｶﾞﾀ　ｱｷﾗ
緒方　明
( 51 )

平成25年4月

専 教授
ｶﾜｻｷ　ｹﾝｺ
川崎　賢子

( 54 )
平成24年4月

担当授業科目名

専 准教授
ﾀﾅﾍﾞ　ｼｭｳｼﾞ
田辺　秋守

( 50 )
平成23年4月

５　教員組織の状況

＜映画学部　映画学科＞

（１） 担当教員表

備　　考
就任予定年月 担当授業科目名 職名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月

認　可　時　の　計　画

専任・
兼担・
兼任
の別

専任・
兼担・
兼任
の別

変　　更　　状　　況

職名
氏　　名

（年　齢）

専 教授
ｲｼｻﾞｶ　ｹﾝｼﾞ
石坂　健治

( 50 )
平成24年4月

専 准教授
ﾀﾅﾍﾞ　ｼｭｳｼﾞ
田辺　秋守

( 50 )
平成25年4月

専 教授
ｶﾜｻｷ　ｹﾝｺ
川崎　賢子

( 54 )
平成25年4月

専 教授
ﾂﾙﾏｷ　ﾕﾀｶ
弦巻　裕
( 60 )

平成24年4月

専 教授
ｶﾜｶﾐ　ｺｳｲﾁ
川上　皓市

( 64 )
平成23年4月

専 教授
ｵｶﾞﾀ　ｱｷﾗ
緒方　明
( 51 )

平成25年4月



担当授業科目名
備　　考

就任予定年月 担当授業科目名 職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

認　可　時　の　計　画

専任・
兼担・
兼任
の別

専任・
兼担・
兼任
の別

変　　更　　状　　況

職名
氏　　名

（年　齢）

スタートアップ演習 スタートアップ演習

映画ヒーロー論 映画ヒーロー論

演出専門基礎講義 演出専門基礎講義

脚本演出専門演習Ⅱ 脚本演出専門演習Ⅱ

卒業制作Ⅰ 卒業制作Ⅰ

卒業制作Ⅱ 卒業制作Ⅱ

脚本演出専門演習Ⅰ-Ａ

教育環境を向上するため、映画演出専門の細
野准教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

合同制作Ａ

教育環境を向上するため、映画演出専門の細
野准教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

スタートアップ演習 スタートアップ演習

脚本基礎演習 脚本基礎演習

長編シナリオ演習Ⅰ 長編シナリオ演習Ⅰ

長編シナリオ演習Ⅱ 長編シナリオ演習Ⅱ

長編シナリオ制作 長編シナリオ制作

映像とことば 映像とことば

脚本専門基礎講義 脚本専門基礎講義

脚本専門演習Ⅰ-1 脚本専門演習Ⅰ-1

脚本専門演習Ⅰ-2 脚本専門演習Ⅰ-2

脚本専門演習Ⅱ 脚本専門演習Ⅱ

脚本演出専門演習Ⅰ-Ｂ 脚本演出専門演習Ⅰ-Ｂ

卒業制作Ⅰ 卒業制作Ⅰ

卒業制作Ⅱ 卒業制作Ⅱ

合同制作Ａ

教育環境を向上するため、映画脚本専門の齋
藤准教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

スタートアップ演習 スタートアップ演習

編集専門基礎演習 編集専門基礎演習

技術合同専門演習 技術合同専門演習

編集専門演習 編集専門演習

比較映画論 比較映画論

卒業制作Ⅰ 卒業制作Ⅰ

卒業制作Ⅱ 卒業制作Ⅱ

映画制作特別演習

教育環境を向上するため、映画編集専門の阿
部准教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

合同制作Ａ

教育環境を向上するため、映画編集専門の阿
部准教授を担当教員として追加。（23）

平成23年8月　変更書提出予定

スタートアップ演習 スタートアップ演習

デジタル映像技術概論 デジタル映像技術概論

ビデオ・デジタル技術基礎演習 ビデオ・デジタル技術基礎演習

卒業制作Ⅰ 卒業制作Ⅰ

卒業制作Ⅱ 卒業制作Ⅱ

文化人類学 文化人類学

死生観のコスモロジー 死生観のコスモロジー

映像人類学 映像人類学

教育学概論 教育学概論

社会教育演習および実習 社会教育演習および実習

社会教育特講Ⅰ 社会教育特講Ⅰ

兼任 講師
ﾏﾂﾓﾄ　ｻﾄｺ
松本　聡子

( 34 )
平成23年4月 精神医学入門 兼任 講師

ｲｿｶﾞｲ ﾕｳｺ
磯谷　悠子

( 30 )
平成23年4月 精神医学入門

平成23年1月、松本聡子兼任講師就任辞退の
ため、担当教員を磯谷悠子兼任講師に変更。
（23）

　　　　　また，「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を

　　　　担当することは出来ません。

　　　　提出し，教員判定の結果が出ていない場合は「○年○月変更書提出済」，変更書を提出予定の場合は「○年○月変更書提出予定」と

　　　　記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　・　専任教員を変更する場合は，当該専門教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し，

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を

　　　・　年齢は，「認可時の計画」には開設時現在の満年齢（科目就任時の満年齢ではありません）「認可時の計画」には開設時現在の満年齢（科目就任時の満年齢ではありません）「認可時の計画」には開設時現在の満年齢（科目就任時の満年齢ではありません）「認可時の計画」には開設時現在の満年齢（科目就任時の満年齢ではありません）を，「変更状況」には「変更状況」には「変更状況」には「変更状況」には

　　　　平成２３年５月１日現在の満年齢平成２３年５月１日現在の満年齢平成２３年５月１日現在の満年齢平成２３年５月１日現在の満年齢を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

「文化人類学」が1年～2年配当科目であるた
め、就任年度を繰り上げた。（23）

教育・研究環境を向上するため、就任年度を
繰り上げた。（23）

平成23年度は日本映画学校で専任として授業
を担当する必要が生じたため、就任年度を繰
り下げた。
（23）

後任未定
平成23年4月、濵口文幸講師死亡。（23）
後任未定。

准教授

専 准教授
ｱﾍﾞ　ﾋﾛﾋﾃﾞ
阿部　浩英

( 50 )
平成24年4月

兼任 講師
ﾑﾗｵ　ｾｲｼﾞ
村尾　静二

( 41 )
平成23年4月

ﾎｿﾉ　ﾀﾂｵｷ
細野　辰興

( 58 )
平成24年4月

専 准教授
ｻｲﾄｳ　ﾋｻｼ
齋藤　久志

( 51 )
平成24年4月

専専 准教授
ﾎｿﾉ　ﾀﾂｵｷ
細野　辰興

( 58 )
平成25年4月

専 准教授
ｱﾍﾞ　ﾋﾛﾋﾃﾞ
阿部　浩英

( 50 )
平成24年4月

専 准教授

兼任 講師
ﾑﾗｵ　ｾｲｼﾞ
村尾　静二

( 41 )
平成24年4月

ｻｲﾄｳ　ﾋｻｼ
齋藤　久志

( 51 )
平成23年4月

専 講師
ﾊﾏｸﾞﾁ　ﾌﾐﾕｷ
濵口　文幸

( 50 )
平成25年4月

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

（注）・認可申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

兼任 講師
ﾏﾉ　ﾓﾓｺ

間野　百子
( 51 )

平成23年4月 兼任
「教育学概論」を23年度開講せずとしたた
め、就任が遅延した。（23）

講師
ﾏﾉ　ﾓﾓｺ

間野　百子
( 51 )

平成24年4月



（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

［　　］［　　］

（注）・「認可時の計画」には，設置認可時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２３年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置認可時の

　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（2）［　　］［　　］［△1］［　　］（8） （3） （0） （0） （11）

22

認可時の計画 変更状況

教授 准教授 講師 助教 計 助手 教授 准教授 講師 助教 計 助手

専任教員氏名

備考

平成23年4月急逝のため。

「大学の所見」
現在、慎重に後任者の人選中である。

「学生への周知方法」
後任者が決定するまでは大学ホームページ上に「講師未定」と掲載する。決定次第、速やかに後任者の情報を掲載す
る。

辞任（就任辞退を含む）等の理由

014 8 1 0 23 2 14 8 0

（注）・上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

2

　　　　

（２） 専任教員数

（注）・設置認可時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

１ 講師 濵口　文幸

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位





認　可　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　　　　　・教務委員会

　　　　　　　　　委員長：伊津野知多准教授

　　　　　　・学生委員会

　　　　　　　　　委員長：川上皓市教授

　　　　　　　　　委員長：大友りお教授

　　　　　　・総務委員会

　　　　　　　　　委員長：中原俊弘教授

　　　　　　・教務委員会：　4/14（木）15:30  第1回委員会開催

　　　　　　・学生委員会：　4/14（木）13:30  第1回委員会開催

　　　　　　・教務委員会：　平成23年度入学者の既修得単位の認定について

　　　　　　　　　欠席：伊津野

　　　　　　・学生委員会：　避難訓練実施について、奨学金希望者選考について

　　　　　　・入試委員会：　入試日程について、指定校推薦制の採用について

　　　　　　　　　出席：伊津野、大友、熊岡、中原、田辺

　　　　　　　　　欠席：今村　

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　　　　　　出席：川上、大友、熊岡、伊津野

　　　　　　　　　欠席：大澤

　　　　　　・入試委員会：　4/15（金）13:00　第1回委員会開催

　　　　　　　　　出席：大友、荒井、大澤、田辺

　　　　　　・入試委員会

　　　　　　　　　委員　：大友りお教授、熊岡路矢教授、伊津野知多准教授、大澤信亮准教授

　　　　　　　　　委員　：今村大介教授、大友りお教授、熊岡路矢教授、中原俊弘教授、田辺秋守准教授

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　　　　　　委員　：荒井晴彦教授、今村大介教授、大友りお教授、川上皓市教授、伊津野知多准教授

　　　　　　　　　委員　：荒井晴彦教授、伊津野知多准教授、大澤信亮准教授、田辺秋守准教授　

　ａ　委員会の設置状況

７　その他全般的事項

＜映画学部　映画学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　　該当なし

（注）・　１～６の項目により記入した事項以外で，設置認可時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　認可申請書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）



①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

③　認証評価を受ける計画

（注）・　設置認可時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　　・授業評価アンケートは、平成23年度前期授業終了時より実施予定。

　　　　・教員相互の授業参観は、希望に応じて随時実施予定。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（３） 自己点検・評価等に関する事項

　　平成24年度4月以降に実施予定

　　　　含めて記入してください。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　ｂ　公表方法

　　　　・未実施。

　　　　・未実施。

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　今後、下記のような取組を進める予定である。

　　　　・総務委員会の中にFD委員会を置き、教員の資質の維持向上および授業内容や方法の改善についての検討を行う。

　　　　・授業評価アンケートの実施。

　　　　・教員相互の授業参観。

　　　　・授業内容や授業方法についての情報交換を行う研究会の定期的な開催。

②　実施状況

　ａ　実施内容
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